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姫路こころの事業団が大事にしていること  

1．自分らしく主体的に『生きる』ことを、勇気を持って選択できる 
2．自分をみつめる力、思いやりを行動に移す力を育む 
3．人と人・人と自然・そして人と地域とのつながりを回復する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ やどり木：落葉広葉樹に寄生する常緑樹 

 

紅・黄色それぞれの色の実をつける種類があるが、

そのうちの白い実はガンの治療に使用される。 

ニート、ひきこもりといわれる人々の存在の意義

を、社会の浄化に役立つ“やどり木”に重ねることが

出来る。 

- 共 生 -  

神 秘 の生 命 のやどり木  

冬 枯 れに親 木 は葉 を落 すとも  

その緑 を変 えず  

真 珠 の涙 の実 を結 ぶ  

その浄 化 の白 い実 を ・ ・ ・  
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“命”を大事にする社会に 
 
 「健康とは身体的（physical）,精神的（menntal）、霊的（spiritual）,社会的（social）に 
動的で（dynamic）良好な状態をいい、単に疾病や障害がないということではない。」 

―――世界保健機関憲章より

  ボディの健康とは、苦痛からの解放である。 
  マインドの健康とは、情念からの解放である。 
  スピリットの健康とは、利己主義からの解放である。 

―――ホメオパシーの権威、ジョージ・ウィソルカス

 
世界保健機関憲章に上記のような一文が載せてあるとは、全くの驚きであった。 
 
私は、常々日本の教育のなかに子ども達の心（魂）が求めている宗教性を引き出すあるいは、子ども

達が求めているものに応えられる大人あるいは教師がいないのが、問題行動を引き起こす一番根っこの

問題だと感じてきた。なにか一つの原理や宗派に偏るのでなく、科学者村上和雄氏が言う“サムシング･

グレイト”、仏教では“仏性”と呼ばれているものでしょうか、日本古来から人々が全ての物に神が宿る

として手をあわせてきた“八百万の神々”このような目に見えぬけれど鉱物、植物、動物、人間も含め

て一つの大きなつながりとして包み込んでいる存在と自分自身とのつながりをいきいきと感じとれるよ

うな子どもたちへの導きが必要だと強く思う。ボディもマインドもスピリットも生き生きと有機的に 
ダイナミックに働きあってこそ、社会に対して自信を持って働きかけることができる。 
 DNAと半世紀つきあって、計り知れない自然の複雑さが見えてきた、人知を超えた自然の営みを全て
受けとめざるを得ないと JT生命誌研究館の副館長の中村桂子氏は言う。 
「私たちは、本当は何がほしいんでしょう。そろそろ経済優先の考えから脱して、命を大事にする社会

に変わらないと。そうすればもっと気持ちよく暮らせるはず。マネーゲームに興じるより 地球の上で

今、おなかをすかせている子がいることを自然に考えられる感性が欲しい。」と氏は言う。 
 まさしく私たちが日々接している若者たちは、社会がこのまま市場経済最優先を突走ると、地球環境

がますます悪化し住めなくなることを敏感に感じ取り、自分の進むべき方向性が解らなくなり、立ち止

まってしまっている。まさしく様々なつながりが切れてしまい、孤立無援の状態においてきぼりになっ

ている。周りの大人たちが当たり前としていることに信頼を置けなくなってしまった状態といって過言

ではない。 
 学校にいけなくなってしまった子どもたち、長年ひきこもっているうちに社会との接点を見失ってし

まった若者たちをどうしよう、こうしようというよりも まず周りの大人たちが自分自身の“生き方”

をみつめ直し、努力してよかったこととこのまま継続すれば将来禍根を残すこととを、見極め、果たし

てこれから命を引き継いでいってくれる若い人たちに、全ての面で健康的で、ダイナミックな生き方の

見本となれているだろうかと自問していくことが必要ではないでしょうか。 
 

 姫路こころの事業団

 濱中 美喜子 
 

今  想 う こ と  
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や ど り 木 共 生 プ ラ ン  

               ◆ 自主活動 ◆ 

◆ 第 6回 姫路ちゃりん子くらぶ 

手柄山でチーム耐久レース  
¸ 開催日：2月２３日（土）  ※ 雨天は 2月２４日（日）に延期（両日雨天の場合 中止） 
¸ 集 合：ＰM 1:00 現地（手柄山のふもとの公園）    

◆ 仏心会メンバー募集（平日のお昼にできたらいいな）月１回程度の予定 
シュタイナーと仏教について自由に語り合いませんか。心に関することや心の救済について、     

ゆっくり、何でも話し合いませんか。 
¸ 会費：ジュース代程度 （※怪しい宗教団体ではありませんよ。笑 ）       

◆ ＧＩＤ 姫路   2 月 3 日、3 月 3 日（第一日曜日）開催！参加者募集 

    男性（ダンディズム）だから、女性（フェミニズム）だから、（セクシャルマイノリティー）だからって悩
んだことありませんか？ あなた自身が選ぶあなたらしい人生を歩む事だけなのかも。 
¸ 参加者募集：女性・男性問わず。セクシャルマイノリティーな方もＯＫ。 
¸ 会場：イーグレひめじ あいめっせ会議室  会費：100円（部屋の使用料にご協力を） 
¸ 問合先：姫路こころの事業団内 Ｇ．Ｉ．Ｄ．姫路 http://gid-himeji.jugem.jp    

感     想 
◆第 19回 加古川マラソン大会 参加  12月 23日 Ｍ・Ｎ 

 最初に寒い中、応援に来て下さった方に感謝申し上げます。大会に出るのは

初めてだったので、不安と期待がありました。スタートして５km地点までは、
ゆっくりと走りました。沿道の皆様の応援もあり、大変心地よく走れました。

５kmを過ぎるとランナーズ・ハイがきて、残りは全力で走りました。順位は悪
かったのですが、やり尽くしたという達成感は実際走った人でしかわからない

ですよ。（まだまだ発展途上の段階ですが。）皆さんも実行することが大切で、

１歩踏み出す機会になるのではないでしょうか？こういう体験をすることによ

り自分に自信がつくのだと思います。マラソンなどのリズム運動は薬を使わないで、セロトニン神経をきたえ

ます。次は「たつの市梅と潮の香マラソン大会」です。未知の距離ですが。楽しみたいと思います。 

◆第 36回 たつの市 梅と潮の香マラソン大会 参加  1月 27日   
幸い天候にも恵まれ絶好のマラソン日和となりました。加古川マラソンの約倍の距離！

未知の世界なので期待より不安のほうが大きかったです。思った通り 10㎞地点までは楽
勝でしたが、だんだん曇り気温も低下し風もでてきました。今回は坂を上ったり下ったり

のコース。普段使ってない筋肉を使ったので 16㎞地点から足の感覚がなくなってしまい
ました。そこからが自分との闘いでした。今まで生きてきてこれほど頑張った経験はなか

った程です。走り終わった後は二度と走るかと思いました。でも、一晩寝るとまた大会に

出たいと思えました。人間って不思議ですね！皆さんも自分の限界に挑戦してみません

か？人生の大きな自信になることは保証します。              M・N 
応援団 回想(K・M)朝早いので、運転役を引き受けてくださった方は、前の晩寝られなかったそうです。出
発地点に着くと、ウオーミングアップですでに走りまわっている人々が結構いましたが、ぎりぎりまでコート

にくるまって、「寒いよ」とか「夕べ寝てない」とか。大丈夫？きれいな新舞妓の浜を見ながら持っている物

をつまんで外で待ちましょう。と、延々寒中二時間余。それでも、人を応援する何か嬉しい興奮を味わってい

ました。彼は自分のペースで余裕で走っていたように見えました。止まってポーズとってくれたり。中にはも

う一歩も出ない脚がむりやり動いてるという壮絶なランナーも見かけました。快挙に拍手。たつの市からふる

まわれたトン汁、あたたかー。Ｓさんは、焼きがきにもぬかりなくあうあかって「うまかった」とか。 




